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●㈲エコライス新潟は「食」生産者の新志向
　㈲エコライス新潟は、新潟県内の米作りに自信を
もった農家が集まり、無農薬米・減農薬米を 直接、
消費者に販売することを目的として設立された。米以
外にも、新潟県内の農産物や加工食品を取り扱い、量
でなく、質の面でこだわりの商品を販売している。
　また、生産者団体であり環境保護、循環型農業の啓
発普及に努めている。具体的には、無農薬栽培、減農
薬栽培のサポート、米ぬかなどの利用、取引業者と連
携し醤油絞り粕の農業利用を行っている。

●災害（非常時）用食品・「新潟はんぶん米」開発
　中越地震の直後、財団法人にいがた産業創造機構

（NICO）は被災の経験・ノウハウをモノづくりに生
かすことを目的に、新商品開発プロジェクト「防災・
救災産業研究会」を立ち上げた。県内の多くの企業の
参画によってさまざまな研究活動が進められた。
　「新潟はんぶん米」は、そのひとつの研究プロジェ
クト、「非常食：災害用低タンパク米・アルファー米
の開発」の生まれたものである。
　「防災・救災産業研究会」にデザインのアドバイザー
として当初から関わってきた中で、このパッケージデ
ザインを手がけることとなった（ここでは個装のみの
デザイン）が、デザインを進める上では、そこで得た
さまざまな知見をできるだけ生かしていくことに心が
けた。

●災害（非常時）用食品「新潟はんぶん米」の特徴
　「災害用」といわれる商品の多くは、「非常時専用」
と考えられたものである。これらは、いざ使おうとし
たとき、保存場所や使用方法がわからないなど、商品
開発の観点からすれば、多くの検討の余地未熟がある。

「防災・救災産業研究会」においても語られた点だが、
日常・非日常、できるだけその双方で使うものとして
おくことでそのような状況は回避できる。また、腎臓
病、糖尿病等の健常者の食料が食せない被災者の食品
の備蓄・供給等については、これもまた考慮されるこ
とが少ないのが現状のようである。
　「新潟はんぶん米」は、タンパク質の摂取制限が必
要な腎臓病、糖尿病の患者さんのために作った米で、

病院や一般家庭で毎日の食事に供される、日常の必需
食品である。とともに健常者の健康食としての商品で
もある。
　タンパク質を分解する加工をしていないため、食味
が保たれている。使われている米は「春陽」で、これ
は、９割のタンパク質を消化するコシヒカリに対して、
半分しか摂取しない。（「はんぶん米」とした背景）
　腎不全などの患者は、カリウムやリンなども制限し
なくてはならず、「はんぶん米」は一度炊いてから洗
い落としている。
　それを、ここでは災害（非常時）用食品としての必
要な要素を検討、加味していくことで災害（非常時）
用の商品として開発したものである。たとえば、これ
まで同社の商品は湯せんするものだったが、災害時は
火が使えないことも想定されるため、水、湯を入れる
だけで食べられるようにしたなどを新たに考慮した。

●「新潟はんぶん米」のパッケージ開発
　研究会では、「米」の検討に並行して、被災した状
況の中でこの米を「食べる」までの過程、輸送用段ボー
ルパッケージ、個装パッケージについて、次に示す点
が検討された。
①腎臓病、糖尿病の患者さん優先の食料であることを
明示すること。
⇒積載搬送用のダンボール箱にラベル等で「腎臓病、

糖尿病の患者」優先の食料であることを表示。
②水または湯を安定した状態で注げること。

⇒個装パッケージに、立てられる設計のものを選定。
このパッケージは、水、湯を注いでチャックした
上で時間を待つようになっているので、チャック
付きとなっており、こぼす心配もない。

③水、湯を注いだうえで個々人に配膳することを想定
し、数個を運べるプレート（お盆）を備えること。
⇒輸送用ダンボールパッケージにプレート（お盆）

を装備した。（使用方法を表面に明示）
④パッケージ表面の表示

⇒越後新潟のおいしい米・商品名とともに、暖かさ
を表す配色とした。

⑤パッケージ裏面の表示
⇒食べ方をわかりやすいイラストで表示。

受託事業名：

低タンパク米を、食事制限者向けに電解質を低減させた、災害用アルファー米の個装パッケー
ジの開発
発注者：有限会社エコ・ライス新潟
受託期間：平成18年６月１日～平成18年８月31日
プロジェクト主査：松丸　武
プロジェクトメンバー：松丸　武
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⇒「はんぶん米」の「はんぶん」であることのデー
タ明示。

⇒その他パッケージに必要な事項。
⇒使い方がわかること。（切りしろにはさみのイラ

スト・「お湯を入れるだけ」表示・「５年保存」）
⑥その他

⇒㈲エコライス新潟には社章等のビジュアルデザイ
ンが不備なことを指摘、デザイン案を出した。当
面以下のデザインを使用していくことで了解を得
た。

●採用パッケージデザイン

「はんぶん米」パッケージデザイン＜表面＞

「はんぶん米」パッケージデザイン＜裏面＞
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○背　景
・平成19年度「花いっぱい運動」の一環事業である、

長岡駅前の緑化を行うにあたり、設置10年を経過し、
老朽化した木製花壇のリニューアルが計画された。

・新規製作にあたっては、旧花壇と同じく、間伐材を
活用することとし、長岡地域森林組合に委託された。

・長岡市環境整備課の要請もあり、長岡地域森林組合
より、新規花壇のアイデア提示を本学に依頼された。

○条　件
・受託した時点で、既に長岡地域森林組合にて一部素

案が検討され、その内容に基づき使用する間伐材は
製作予定台数分がプレカットされた状態にあった。

・したがって、予め用意された素材形状を有効に生か
すデザインが必要とされた。

・又、受託期間は極めて短く、受託後５日以内の提示
が求められた。

○過　程
・上記条件を鑑み、アイデアスケッチは３DCADに

て行い、外形形状、構成、寸法提示を同時に行うこ
ととした。（幸い、旧花壇の雛形が存在したため、
CADによる線描きスケッチでも十分にデザインの
意向を伝えることが可能であった）

○成　果
・完成したアイデアは都合９件。そのうち２案
（C-type、D-type）が実施に移され、「花いっぱい
運動」に供出された。

・残り７案は、長岡地域森林組合にて後日、サンプル
として製作されることとなった。

・アイデアの意匠権は長岡地域森林組合に移管し、長
岡市以外からのオーダーに対しても制約なく受け入
れ可能とした。

○提案したアイデア
■A-Type

■B-Type

■C-Type（採用案）

■D-Type（採用案）

受託事業名：

長岡駅前市民プランターデザイン制作業務
発注者：長岡市花いっぱいフェア開催協議会
受託期間：平成18年10月４日～平成18年10月11日
プロジェクト主査：和田　裕 
プロジェクトメンバー：和田　裕
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■E-Type

■F-Type

■G-Type

■H-Type

■I-Type

○製作されたプランター

Ｄ-Type

Ｃ-Type

花いっぱい運動の様子
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●受託プロジェクト概要
　本件は、中越大震災で大規模な被害を受け、全村避
難を余儀なくされた山古志地域の住民の方が、避難先
としてその後の仮設住宅での２年余を過ごした長岡市
と、全国の支援して頂いた皆様に対する感謝の意を、
歌碑として形にしたいとの意向から平成19年１月に長
岡市復興推進室から本学へデザイン制作依頼があった
ものである。
　本プロジェクトの条件として
１．山古志住民の感謝の碑文と、復興応援歌である
小林幸子さんの「越後絶唱」の歌詞を取り込む。
２．碑としてのみならず、モニュメント的要素を加
える。
３．設置場所を国営越後丘陵公園内とする。
４．３月12日㈪の「感謝の碑 除幕式」までに完成。
以上の条件を含み、設置候補地を仮設定し、デザイン
作業を行った。今回のプロジェクトのスケジュール管
理を行うにあたり、最終完成日まで45日と限られてい
ることから、デザイン及び素材決定・制作、施工日程
管理が、ほぼ同時進行による状況であった。またこの
ことから、素材を石材によるものとして進めるため、
㈱トーアの協力を得ることになり実施制作・設置施工
までを委託することで復興推進室とも合意した。

　全体デザインを行なうにあたっては以下の要素を考
慮した。
１．山古志の豊かな山々とそこに抱かれた棚田の風景
をモチーフとする。
・山と棚田の柔らかなラインを全体の基調とし、断面
はコントラストとして構成的に扱う。
・震災の傷跡として大きくえぐられたイメージとした
中央の山の前部断面には、長岡市と全国の支援に対
する山古志住民の感謝と、また新たな山古志への復
興を誓うものとして右面に感謝文、左面に復興応援
歌である小林幸子さんの歌詞を配置。
・全体の空間、奥行きを強調するために両側の山を小
さく後部に傾斜、棚田も前部から後部にかけて徐々
に小さく配置した。
　　
２．山の部分は蒼い山並みをイメージし「緑御影石」

受託事業名：

山古志地域復興感謝記念謝碑デザイン制作業務
発注者：復興感謝記念事業実行委員会 
受託期間：平成19年１月25日～平成19年３月31日
プロジェクト主査：馬場省吾
プロジェクトメンバー：馬場省吾

①歌碑デザイン

②モデル

③歌碑図面
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を使用、棚田部分は「黒御影石」を使用し大地とし
ての重厚さをイメージ、磨き仕上げにより棚田曲面
の写り込みなどの視覚的な効果を考えた。

３．全体寸法　
　　幅　　　4600㎜
　　奥行き　2600㎜
　　高さ　　2800㎜

●プロジェクト実施経緯
・１月初旬～２月初旬
デザインコンセプト立案、デザイン案決定、モデル
制作、図面採寸。これに伴い、短期間にての国内産
原石確保の問題から㈱トーアの手配による中国での
原石確保の調査～依頼。

・２月初旬～下旬
国営越後丘陵公園内設置場所の決定～基礎工事。
中国採石場より原石を日本へ運輸。
原石寸法の都合によりデザイン修正。
山部碑文レイアウト・実寸モデル調整。
棚田部デザイン修正。

・３月１日～11日
碑文レイアウト修正。
丘陵公園現場設置～組み立て時加工調整、施工。
３月11日碑文墨入れ完成。

・３月12日
国定越後丘陵公園にて引渡し「感謝の碑 除幕式」。

●最後に
　本件プロジェクトは、時間的制約、素材確保と加工
に伴う調整が非常に困難な中、㈱トーアの多大な協力
により完成したものである。

④関係者による現地打合せ

⑤基礎工事１

⑥設置工事３

⑦完成物



２．応用教育研究関連プロジェクト報告
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●委託内容
　長岡市都市景観賞は、長岡市の良好な景観について
考え、関心を高めることを意図して平成15年度から創
設された賞である。尚、本賞の専攻は対象の自薦・他
薦を受け、長岡市景観審議会が行う。
　本件は、平成15年度に赤沼教授１）がデザインした
銘板及び盾のシリコン雌型を用いて、銘板四点・盾二
点の制作を行った。（盾は支持体となる木枠も制作）
また、赤沼教授の退職に伴い、工房職員の大桃が制作
を担当した。

●経　緯
　制作工程の注意点を確認する必要があったため、ま
ず銘板・盾それぞれ一点ずつを制作し、１回目の注意
点を踏まえながら銘板三点を制作。最後に追加依頼分
の盾一点の制作と三度に分割し、作業を進めた。蝋型
石膏鋳造技法により10月中旬から１月中旬にかけて以
下の手順で進めた（制作時間が限られた状況であった
ため、日時をずらしながら平行作業で進めた）
①　シリコン雌型を用い、蝋原型を取る
②　蝋原型の修正
③　湯道付け
④　鋳型づくり
⑤　鋳型焼成
⑥　吹き（鋳造）
⑦　鋳型ばらし
⑧　湯道の切断
⑨　仕上げ

⑩　色上げ
　銘板制作における注意点は、文字の隙間がとてもつ
ぶれやすい点である。例えば、蝋原型を際には型の劣
化や文字の入組んだ隙間に入る気泡などが、鋳型づく
りの際にも気泡がその原因となる。これは避けられな
い問題であり、蝋原型や金属になってからの修正が必
要となる。
　また、蝋原型は常温でも歪みが発生するため、銘板
の裏側には補強を入れた。
　最後になるが、名板は緑青を吹かせた後、塗装した。
これは数年経過すると塗装が剥げ落ち、素材が持つ本
来の色味である緑青が表れることを見越してのもので
ある。

１）平成18年８月をもって退職。

受託事業名：

長岡市都市景観賞銘板制作（複製）業務
発注者：長岡市
受託期間：平成18年８月１日～平成18年12月28日
プロジェクト主査：赤沼　潔
プロジェクトメンバー：大桃洋三、山本めぐみ、佐藤衣里子、髙橋麻里

銘板及び盾のシリコン雌型

完成した銘板及び盾

制作メンバー
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●概要
　長岡技術科学大学では、開学30周年を記念し、同学
の歴史や沿革、教育研究の成果や活動状況を広く社会
に公開し、社会との連携拠点、情報発信基地としての
機能を担う展示室「NUTテクノミュージアム」を平
成19年６月に開設した。本件は、同学語学センター２
階の資料室及び自習室を改修し、新たに展示室を設置
するためのデザインを行ったものである。
　デザインは、豊口　協名誉教授（理事長）が行い、
大学院修士課程２年齋藤友紀博が模型制作等を担当
し、共同で作業を進めた。

●業務の流れ
平成18年
９月14日　現地視察
―――――― デザイン検討、模型制作 ――――――
10月18日　学内中間プレゼンテーション
―――――――― 最終デザイン調整 ――――――――
10月30日　学内最終プレゼンテーション
10月31日　プレゼンテーション
――― 長岡技術科学大学にて実施設計、施工 ―――
平成19年
６月７日　除幕式

受託事業名：

長岡技術科学大学語学センター２階展示室改修設計
発注者：国立大学法人長岡技術科学大学
受託期間：平成18年９月19日～平成18年11月30日
プロジェクト主査：豊口　協
プロジェクトメンバー：大学院修士課程２年　齋藤友紀博

図１　展示室改修場所
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●改修前の様子
　長岡技術科学大学語学センター２階の改修予定場所
は、これまでコンクリートの壁面で２室に分け、資料
室及び自習室として使用していた。（図１、図２）こ
のため、当初はどちらか一方を展示室として整備する
ことで計画は進んでいた。
　しかし、今回整備する展示室は将来の大学の顔の一

つとなることから２室を隔てている壁面を取り払い、
約120㎡の大規模空間にゆったりと展示できるスペー
スを確保することに計画は変更された。既存の部屋に
は、備付けの什器類も配置されており、当初整備には
課題が多かった。

●デザインの検討
　現地調査を踏まえ、現況の建物を把握することから
スタートした。前述のとおり既存の２室を分けていた
壁面、さらには什器類も撤去し１室として整備するこ
とから、建物の構造的な強度にも配慮し設計を行った。

⑴　設計コンセプト
　改修予定場所は、同学の学長室や事務局など来客者
が多く訪れる建物と直結し、人通りも比較的多い場所
である。そのため、同学の研究成果を広く訪問者に示
すとともに、同時に打合せを行うスペースを設けるこ
とを提案した。
　また、科学技術を象徴するシャープなイメージで、
無機的な空間を設計することとした。

⑵　模型制作
　設計に伴い当該場所を空間的に把握し、より改修後
のイメージを膨らませるために1/200の模型を制作し
た。その後、模型を用いて打合せを繰り返し、改修の
イメージを高めていった。

図２　改修前の整備予定場所

図３　学内での打合せの様子
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⑶　設計内容
　設計にあたり第一に当該場所のグルーピングを行っ
た。スペースの用途は、展示スペースと打合せスペー
スに大別されるが、空間的には連続性がありそれぞれ
が融合するレイアウトとした。（図４）また、同学の
開学30周年を記念して企画されたタイムカプセルを配
置する予定であったが、その後、変更となり玄関に設
置することとなった。
　グルーピングの作業をもとに、より詳細な設計を

行った。展示スペースは同室をぐるりと囲む壁面及び
中央部にまとめて配置し、それぞれライティング式照
明（スポット）を配した。打合せスペースは、展示スペー
スに近接して配置したが、両者が自然に融合するよう
配慮した。また、廊下から10㎝ほどの段差があるため
出入口部分にはスロープを取り付けることとした。（図
５、図６）

図４　グルーピング

図５　平面図
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　全体の設計に合わせ、設置する什器類の検討を行っ
た。シャープで無機質な空間に仕上げるために天然素
材を避け、全体的に白色を基調とした什器とした。特
に、中央に配置する展示台には、展示面を覆うように
アクリル製のカバーを被せることで特異性を持たせ
た。
　また、打合せテーブルを円形にすることで直線的な
空間にアクセントを付加し、ゆったりと打合せを行え
る雰囲気を演出した。
　部屋を取り囲む壁面には、掲示物等を展示しやすく、
且つ空間を引き締めるパンチングメタルの素材を提案
した。（パンチングメタルは予算などの面で変更になっ
た。）
　カタログ架は、既存のカウンターを撤去し、豊富な
パンフレットを設置できるラックを同位置に配置し
た。

●仕様書、積算書の作成
　本業務では、施工に向けた詳細仕様の作成、工事及
び什器類の概算見積を行い、施工費の検討を行った。
実際に、設計段階で検討していた工事及び什器類の概
算が予算と概ね合致し、設計の妥当性が認められた。

図６　断面図

図７　什器類の提案
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●プロジェクトの成果
　平成18年10月末に最終プレゼンテーションを行い、
本プロジェクトの成果を小島　陽学長及び長岡技術科
学大学関係者に示した。その後、同学が詳細設計を行
い、改修工事及び什器類の整備が行われ、平成19年６
月７日に同学の開学30周年記念事業の一環として除幕
式が行われた。

　多少の設計変更はあったものの、概ね設計どおりに
施工が行われた。また、この除幕式を以って一般公開
となることから、多くの大学関係者、設計・施工関係
者及び報道関係者が駆けつけ盛大にセレモニーが開催
された。完成した展示室及び除幕式の様子を示す。（図
８）� （文責・三重堀 健志）

●最後に
　1973年、京都で“世界デザイン会議”が開かれた。
アジアで始めてのこの会議は、“精神と物質”との関
係をテーマとし、改めて時代を創るかぎとして取り上
げたものであった。
　’70年代からスタートした、技術立国日本の世界展
望は、数多くのプロジェクトを推進してゆくことにな
る。
　中でも、人材育成を目途とした、国立の技術科学大
学の開設は、その大きな軸として期待され、日本の将
来のイメージを彷彿させるものがあった。
　一方、デザインは、新しいコミュニケーション機能
を持つ分野として期待され“デザインは世界の共通言
語”として認識されることになった。
　社会科学、自然科学、人文科学の融合体としてのデ

ザイン学の構築が始めて長岡の地で長岡造形大学に
よって始まることになる。
　’85年の筑波科学技術博覧会は、９つの新しい研究
分野の上に展開され、世界の識者達の言葉は共通して、
“21世紀の地球を総合的にデザインし、うたい上げた
ものだ”と評価していた事を想い出す。
　科学技術から創出された物質“もの”と、人の心“精
神”との結びつきが、いかに次代にとって大切なもの
であるかを、この技術科学大学のキャンパス “NUT
テクノミュージアム”から人々に伝えられて　ゆく事
を期待したい。

豊口　協

図８　完成した展示室及び除幕式の様子
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○概　要
　「長岡市の廃棄物処理の現状と家庭でのゴミの分別
方法を説明できるビデオ」の制作依頼が長岡市環境部
環境業務課からあり、ビューラ研究室の学生とともに
ビデオの製作をすることとなった。
　ビデオは、クリーンセンターの見学時や市民セン
ターで開催される説明会等で使用され、近年、細分化
された家庭ゴミの分別方法に明るくない高齢者などの
住民を対象としている。特に、合併で新しく長岡市に
なった地域の住民に対し、長岡市での分別、回収につ
いてわかりやすく解説する必要がある。

○制作条件
・ゴミの種類とその正しい処分方法の紹介
　各家庭から出されるゴミの中にはきちんと分別出来
ていないものも多く、処理場のスタッフの手間を増や
している現実がある。そこで、ゴミの分別に対するモ
チベーションを高めるよう、各家庭でできることとし
て正しい分別とクオリティの向上（特に、リサイクル
に回す物の汚れ、付属物の除去）を求める。
・ごみの減量化についての啓蒙
　最終処分場の容量が現在のペースではあと数年で限
界に達するということを認識してもらい、ゴミの減量
化にもつながるようにする。
・廃棄物処理場の紹介
　一般の見学も受け付けているものの、普段見る事の
できない処理工場中の様子を見せる。

○業務内容
　ビューラ研究室の学生で上記の条件を満たしたオー
ディオビジュアルの作品を制作する。オーディオビ
ジュアル作品の制作の手順（プロセス）、脚本、撮影、
編集、メディア納品までを通し、動画のデザインを学
生に学んでもらう。
　授業の課題など普段の作品制作と違い、チャレンジ
になったことは多い。印刷物の情報をもとにして映像
の表現へと発展させる技術、アニメーションと実写の
統合化のため、いくつものソフトを使用しても統一性
を守らないといけないこと。このためアートディレク
ションを担当する学生が必要となった。

　他にもインタビューの撮影技術やサウンド製作とサ
ウンドミックスといった音響関連、中でも一番大きな
違いはクライアントコンタクトとその交渉、クライア
ントによる度々の作品チェックが付いて回ることだろ
う。

○プロジェクトの流れ
・2006年11～12月
長岡市との打ち合わせ、脚本の執筆、それを元にし
て撮影スケジュールの決定
・2006年12月下旬～
各現場での撮影
・2007年１～２月
アニメーション部分の製作、粗編製作、クライアン
トチェック
・2007年３月
ナレーション録音、映像のタイトルデザイン、オー
ディオミックス、ファイナル編集

○まとめ
　学生にはプロの映像作品製作と全て同じプロセスで
の制作という貴重な経験となった。作業の役割分担が
必要となる制作でのチームワークの重要性も理解して
くれただろう。また、この作品の製作を通して学生が
環境問題を考えるきっかけになれば良いと思う。

受託事業名：

ごみと資源物の分け方・出し方及び処理方法周知用ビデオ制作業務
発注者：長岡市 
受託期間：平成18年11月17日～平成19年３月31日
プロジェクト主査：ヨールグ・ビューラ
プロジェクトメンバー：ヨールグ・ビューラ、飛鳥井郁美、今井　茜、岩城圭一郎、倉島里佳、駒形映夫、櫻井　誠、守田槙子、高岡　匠
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３．地域デザイン活動支援
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⑴　長岡市制100周年・合併記念事業
　 「近未来！越後長岡 産業展・ロボット展」参加出展
開催日：平成18年９月22日㈮～24日㈰
会　場：長岡市厚生会館
主　催：近未来！越後長岡 産業展・ロボット展実行

委員会、長岡市、長岡商工会議所
　当展示会は、長岡市制100周年と市町村合併による
新市誕生を記念する事業として、産学官民の連携によ
り実施されたものである。特産品販売、地場産業の体
験･実演、ロボットショーなど様々な企画が催され、
延べ45,000人を超える来場者を数えた。デザイン研究
開発センターでは、地域産業支援の観点から産業コー
ナーに出展し、平成17年度受託プロジェクトに関する
パネル及び成果品を展示した。

⑵　「新潟国際ビジネスメッセ2006」参加出展
開催日：平成18年11月16日㈭、17日㈮
会　場：新潟市産業振興センター
主　催：新潟市、㈶新潟インダストリアルプロモー

ション協会、㈶新潟地域産業振興センター、
新潟ニュービジネス協議会、㈶にいがた産業
創造機構

　当展示会は、幅広い分野においてビジネス提案を行
える企業等を全国から募集し、毎年開催されるもので
ある。デザイン研究センターでは、産学間の交流を目
的として大学出展コーナーに出展し、平成17年度受託
プロジェクトに関するパネルを中心に展示した。

⑶　「にいがた産学技術交流フェア2006」参加出展
開催日：平成18年10月４日㈬
会　場：ハイブ長岡
主　催：㈶にいがた産業創造機構、関東経済産業局、

㈶長野県テクノ財団
　当展示会は、県内の企業等と大学等の交流を通し、
産学連携による新技術・新産業を創出することを目的
に毎年開催されるものである。デザイン研究開発セン
ターでは、当展示会の協力機関としての後援を行い、
パネル展示コーナーにて平成17年度受託プロジェクト
成果品などを展示した。

⑷　「OMIAI  partⅢ」参加
開催日：平成18年10月18日㈬
会　場：万代シルバーホテル
主　催：新潟市異業種交流研究会協同組合
　当イベントは、「『産』の需要を『官』の支援で『学』
と形にする」というテーマのもと、文字通り産官学連
携の出会いの場を設け、企業の発展の動機付けにする
ことを目的としている。デザイン研究開発センターは、
例年どおり参加し、デザイン全般についての発表を行
い、相談を受付けた。

図1　展示会場の様子



４．技術相談・センター広報



81

⑴　Niigata ADC賞受賞
受賞作品：「長岡造形大学デザイン研究開発センター

のためのポスター」　
制 作 者：吉川賢一郎 助教
主　　催：新潟アートディレクターズクラブ（NADC）
　新潟アートディレクターズクラブの発足に併せて行
われたコンペティションにおいて、平成17年度デザイ
ン研究開発センター報告書の表紙デザインがNiigata 
ADC賞を受賞した。当審査会は、ポスター、広告、パッ
ケージ、TVCMなどグラフィック作品全般において
審査が行われ、審査委員からは「逞しさ」と「品」を
兼ね備えた作品との講評を得た。

⑵　「長岡市企業立地ガイド2006」への掲載
掲載誌：長岡市企業立地ガイド2006
発行元：長岡市
　「未来産業創造都市」と題し、魅力あふれる産業集
積都市を目指す長岡市の企業立地ガイドにデザイン研
究開発センターの活動が松丸センター長のコメントと
ともに掲載された。アクセス環境の良さ、高度な技術
力と並び長岡市の産業を支える産学連携において長岡
造形大学のもつノウハウの必要性を紹介している。

⑶　「長岡市市勢要覧2007」への掲載
掲載誌：長岡市市勢要覧2007
発行元：長岡市
　長岡市が毎年発行する市勢要覧の2007度版にデザイ
ン研究開発センターの活動が紹介された。「『技』立国・

ながおか」と題し、独創的な技術をはぐくむ長岡市の
産学連携が取り上げられている。藤澤准教授が主査と
なり取り組んだ㈱えびすやとのコラボレーションの様
子が掲載された。

⑷　長岡産業活性化協議会（NAZE）への入会
　長岡市内の企業、大学等教育機関、産業支援機関、
行政等が連携して「産業界」が主体となり、新技術の
開発や新事業を生み出すことを目的とする長岡産業活
性化協議会（通称：NAZE）の会員に長岡造形大学も
加入した。これまでもNAZEの活動には大学として参
加してきたが、今後はより幅広く地域の支援活動に参
画していくこととなる。

（長岡市市勢要覧2007より抜粋）

受賞作品



長岡造形大学デザイン研究開発センターについて
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デザイン研究開発センターの概要

１．デザイン研究開発センターの設置経緯
　デザイン研究開発センター（以下、センターという。）
は、平成６年４月１日に長岡造形大学と同時に、大学
付属機関として発足し、現在に至っております。

２．センターの目的
　センターは、本学の教育研究成果を広く企業等に伝
えると共に、企業等との共同研究を推進することによ
り、本学の教育研究の発展と地域社会における創造的
研究開発の推進に寄与することを目的としています。

３．センターの業務内容
　センターでは、次の各号に掲げる業務を行っており
ます。
⑴　企業等との共同研究及び受託研究
⑵　企業等との技術者に対する高度技術の教育及び
研修

⑶　企業等に対する学術情報の提供
⑷　企業等の研究開発にかかる技術相談
⑸　本学の学生に対する実際的な応用研究開発
⑹　その他、センターの目的を達成するために必要
なこと

４．これまでの実績
　センターでは、平成６年の開設からこれまで年間50
件以上のデザイン相談を受付け、そのうち契約を伴う
プロジェクトの受託件数は延べ119件を数えます。プ
ロジェクトの委託元を機関別に見ると、センター開設
当初は官公庁中心であった委託元が、近年では民間企
業等が大半を占め、平成17年度から約７割もの件数を
受託しています（図１）。一方で、プロジェクトの委
託元を地域別に見ると、センター開設当初は長岡市内
が大半を占めていましたが、徐々に新潟県内外からの
委託が増加し、広くセンターの認知度及びデザインに
対する認識が高まってきていると実感しています。（図
２）。
　また、平成18年度は中越地震から３年目を迎えるこ
とからも、長岡市や地域団体から震災関連の業務を多

く受託し、地域のデザイン活動に大きく貢献しました。
　近年、長岡市内をはじめ新潟県内外の企業等におい
てデザインの重要性に対する認識が高まり、センター
に寄せられるデザイン相談の件数も増加しています。
これからも広くデザイン相談を受付けますのでお気軽
にご相談ください。
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５．デザイン相談の受付
　長岡造形大学デザイン研究開発センターでは、寄せられたデザイン相談の内容に応じて様々なメニューを用意
しています。ご相談は以下のように本学にて対応いたします。

デザイン相談の受付

デザインに関する相談は、電話・FAX等で長岡造形大学総務課にて随時受け付けています。

まずはお気軽にお電話下さい。　ＴＥＬ　０２５８-２１-３３１１㈹

「デザイン相談申込用紙」にご記入いただきＦＡＸ又はＥメールにて
お送りください。
ＦＡＸ ０２５８-２１-３３１２
Ｅメール ｄ-ｃｅｎｔｅｒ＠ｎａｇａｏａｋａ-ｉｄ．ａｃ．ｊｐ

電　　話

ＦＡＸ・Ｅメール

内部協議 ～ 両者打合せ

頂いた相談内容をセンターで把握し、お打合せにて詳細内容を再度お伺いいたします。
その後、ご相談内容に沿った最も適当な方策をご提案いたします。以下が主なメニューとなります。

主査の決定 ～ 業務委託契約

ご相談内容に応じて本学教員の中から適任者（主査）を決定します。
業務の方法、期間、予算等について、両者で協議を重ね、業務委託契約を締結し、業務がスタートします。
ただし、授業その他の学事が優先されますのでご了承ください。

成果物の提出・業務終了

成果物を提出し、委託元の検収後、業務終了となります。

①受託研究・委託によ
るデザイン提案

②外部デザイン事務所
の紹介

③学生コンペ ④教員による専門的ア
ドバイス等

委託契約に基づき、担
当する教員が調査研究
又はデザインを提案い
たします。メンバーに
は学生も参加します。

ご相談内容に応じて外
部デザイン事務所を紹
介いたします。

学生に広くデザイン案
をお求めの場合は、本
学学生を対象に学内コ
ンペを行ないます。

デザイン全般に関して
専門的知見からアドバ
イス及びコンサルティ
ングをいたします。

「①委託によるデザイン提案」の場合、以下のとおり業務が進行いたします。
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６．センターの担当教員
　長岡造形大学の全教員は、デザイン研究開発セン
ターの諸プロジェクトの担当教員であり、各自の専門・
研究分野の特性に応じて、プロジェクトに関与します。
　なお、以下に本学教員の氏名と専門分野を示します
のでご参照ください。（注：職名及び専門分野は平成
19年９月１日現在を掲載しています。）

　　氏　　　名　　　　　　 専　門　分　野
教授	 鎌 田 豊 成	 グラフィックデザイン、広告
教授	 石 原 　 宏	 西洋美術史
教授	 上 野 裕 治	 ランドスケープ計画・設計、植

物生育環境、緑地環境
教授	 木 村 　 勉	 建造物保存修復
教授	 熊 井 恭 子	 テキスタイルデザイン
教授	 洪 起	 耐震工学、信頼性工学
教授	 後 藤 哲 男	 建築・都市設計
教授	 小 林 　 誠	 金属工芸（ジュウリーデザイン）
教授	 菅 原 　 浩	 比較文化論、表象文化論
教授	 鈴 木 均 治	 テキスタイルデザイン（染色）
教授	 土 田 知 也	 工業デザイン
教授	 長谷川博紀	 グラフィックデザイン・広告全般
教授	 馬 場 省 吾	 金属工芸（鍛金造形）
教授	 飛 田 範 夫	 日本庭園史
教授	 平 井 邦 彦	 都市防災
教授	 平 山 育 男	 建築史
教授	 福 田 　 毅	 グラフィックデザイン、広告全般
教授	 松 丸 　 武	 インダストリアル・デザイン
教授	 松 本 明 彦	 写真、デジタルフォト
教授	 森 望	 ディスプレイデザイン
教授	 森 田 　 守	 デザイン／意匠行政論、意匠法
教授	 山 下 秀 之	 建築意匠
教授	 和 田 　 裕	 プロダクトデザイン
教授	 アンドリュー　バン　ゴーサム

TESOL-Teaching English to Speakers of Other 
Languages

准教授	 小 林 花 子	 彫刻
准教授	 境 野 広 志	 工業デザイン
准教授	 澤 田 雅 浩	 都市計画、都市防災
准教授	 新 海 俊 一	 建築計画、建築設計、情報科学

准教授	 髙 崎 賀 朗	 現代絵画（油彩・ミクストメディ
ア・シルクスクリーン）

准教授	 長 瀬 公 彦	 グラフィックデザイン、イラス
トレーション

准教授	 長谷川克義	 金属工芸（鋳金）
准教授	 藤 澤 忠 盛	 建築デザイン、空間デザイン、

映像デザイン
准教授	 真 壁 　 友	 デジタルデザイン、メディア

アート
准教授	 ヨールグ　ビューラ
	 	 映像、マルチメディア、アート

教育
准教授	 渡 邉 誠 介	 都市計画、観光とまちおこし
准教授	 天 野 　 誠	 グラフィックデザイン（エディ

トリアルデザイン）
助教	 吉川賢一郎	 グラフィックデザイン

長岡造形大学デザイン研究開発センター
平成18年度活動報告

長岡造形大学
デザイン研究開発センター
940-2088　新潟県長岡市千秋４丁目197番地
ＴＥＬ．0258-21-3311（代表）
ＦＡＸ．0258-21-3312

長岡造形大学ホームページ
http://www.nagaoka-id.ac.jp/

Eメールアドレス
d-center@nagaoka-id.ac.jp
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長岡造形大学
デザイン研究開発センター

デ ザ イ ン 相 談 申 込 書 

ＴＥＬ　０２５８-２１-３３１１
ＦＡＸ　０２５８-２１-３３１２
Ｅ-ＭＡＩＬ　ｄ-ｃｅｎｔｅｒ＠ｎａｇａｏｋａ-ｉｄ．ａｃ．ｊｐ

この度は、本学デザイン研究開発センターにご相談いただき誠にありがとうございます。
この用紙は、ご相談の参考資料として使用いたします。ご自由にご記入いただき、
ＦＡＸ又はＥ-ＭＡＩＬで用紙をお送りください。

申込日 平成　　　年　　　月　　　日

平成　　年　　月　　日

申
　

込
　

者

内
　
　
　

容

企業名等

住　　所

Ｔ Ｅ Ｌ

ご担当者

Ｅ-ｍａｉｌ

Ｆ Ａ Ｘ

部署／役職

Ｕ Ｒ Ｌ

〒　　　－

デザイン
相談分野

（複数回答可）

業務の形態
（複数回答可）

期　　　間
（スケジュール）

ご　予　算

備　　　考

受 付 日 受 付 者

ものデザイン

視覚デザイン

建築・環境デザイン

その他（ご記入ください）

□産業機械　□電化製品　□ＩＴ機器　□日用品
□雑　貨　　□テキスタイル　□工　芸　　□その他

□建築設計　□空間デザイン　□インテリア　□景　観
□調　査　　□計　画　　□イベント　□その他

□広　告　　□ロゴマーク　□アート　　□ＷＥＢ
□ＣＩ　　　□パッケージ　□映　像　　□その他

□教員によるデザインワーク □学生コンペ

□学生によるデザインワーク □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外部デザイン事務所等の紹介 □わからない

開始時期：　　　　　　　　　　　　　　　　　（製品化予定、販売予定等）

終了時期：




